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相模湾・東京湾沿岸で記録されたハクジラ亜目
（マッコウクジラ科 Physeteridae，コマッコウ科 Kogiidae， 
アカボウクジラ科 Ziphiidae，ネズミイルカ科 Phocoenidae）
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緒　言

　日本沿岸の鯨類の記録は，国立科学博物館の「海棲哺
乳類ストランディングデータベース（online）」や，日本
鯨類研究所の「鯨研通信」ならびに「鯨類のストランディ
ング（座礁・漂着・漂流・迷入）・定置網混獲―ストラ
ンディングした鯨について（online）」，下関海洋アカデ
ミー鯨類研究室（2020年 3月閉鎖）の「下関鯨類研究
室報告（No. 1–7）」により確認することができる。相模
湾における鯨類の出現記録は，これらのデータベースや
文献に掲載されているだけでなく，断片的な情報や目録
としても発表されている（鴨川シーワールド , 1992; 山
田・磯貝 , 1992; 中村ほか , 1994; Terasawa et al., 1997; 樽 , 
2006, 2011; 崎山ほか , 2011; Ohkubo et al., 2011; 三井ほか , 

2014; Suzuki et al., 2015; 樽ほか , 2018; 崎山ほか , 2019;田
島 , 2019; 加登岡ほか , 2020; 花上ほか , 2021）。
　本報告では，加登岡ほか（2020），花上ほか（2021）
に続き，相模湾とその奥に位置する東京湾で記録された
鯨類について，これまでの報告を集計するとともに，新
たな情報も加えたリストを作成し，同湾に出現する鯨
類を調査する上での基礎資料とすることとした。今回
は日本近海に生息するハクジラ亜目のうち，花上ほか
（2021）で報告したマイルカ科を除いたマッコウクジラ
科 Physeteridae，コマッコウ科 Kogiidae，アカボウクジラ
科 Ziphiidae，ネズミイルカ科 Phocoenidaeについてまと
め，本報告により相模湾と東京湾沿岸の鯨類すべての種
の集計を終えた。

総　説

Abstract. Along the coasts of Sagami and Tokyo Bays in Japan, numerous whale sightings, strandings, and 
bycatches have been recorded. However, these records are widely distributed across various databases, journals, 
reports, and articles. As part of our survey on the distribution of Cetaceans belonging to four families of Odontoceti 
(Physeteridae, Kogiidae, Ziphiidae, Phocoenidae) in the adjacent waters of Japan, we reviewed reports originating 
from Sagami and Tokyo Bays between 1927 and 2021. This review undertakes the compilation of all cetacean species 
in Sagami and Tokyo Bays. We confirmed 185 records pertaining to the following 10 species of Odontoceti: Physeter 
macrocephalus, Kogia breviceps, K. sima, Berardius bairdii, Mesoplodon carlhubbsi, M. ginkgodens, Ziphius 
cavirostris, Neophocaena asiaeorientalis, Phocoena phocoena, and Phocoenoides dalli. In this review, we summarize 
these records by species as a reference for further investigation. Our compilation confirms the presence of 35 species 
belonging to 26 genera in 8 families (79.5 %) in Sagami and Tokyo Bay,s out of the 44 species belonging to 27 genera 
in 9 families of the order Cetacea in the seas around Japan.
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材料と方法

　
　相模湾と東京湾沿岸の鯨類の記録について，各データ
ベースや既知報告（国立科学博物館 , online; 日本鯨類研
究所 , 1988a, 1988b, 1989, 1991, 1994a, 1994b, 1995, 1996, 
1997a, 1997b, 1998a, 1998b, 1998c, 1999, 2000, 2001, 2002a, 
2002b, 2003a, 2003b, 2003c, 2004; 日本鯨類研究所 , online; 
鴨川シーワールド , 1992; 山田・磯貝 , 1992; 中村ほか , 
1994; 樽 , 2006; Ohkubo et al., 2011; 崎山ほか , 2011; 樽 , 
2011; 石川ほか , 2013; 石川 , 2014–2018; 三井ほか , 2014; 
Suzuki et al., 2015; 石川 , 2019a）と，著者らが漁業関係者
から聞き取りによって収集した情報やメディア情報，漂
着・混獲・漂流・迷入の現場へ赴き得た情報のうち，上
記のデータベースに含まれないもの（未発表）を情報源
とした（表 1の出典を参照）。調査捕鯨や商業捕鯨など，
上記以外の情報は含めていない。
　本報告では，調査海域の区分を瀬能・松浦（2007），
佐藤（2017）を参考に，静岡県（伊豆半島石廊崎より東側），
神奈川県，東京都（東京 23区に面する海域又は河川と
伊豆大島より北側），千葉県（南房総市野島崎より西側）
沿岸とした。各海域で記録されたハクジラ亜目マッコウ
クジラ科，コマッコウ科，アカボウクジラ科，ネズミイ
ルカ科の漂着，混獲，漂着，迷入，目視を生息の記録（以
下，記録と表記）として扱った。この海域区分は，行政
区画の区分よりも，地形などを考慮した形で区切られて
いる。なお，種の学名は Ohdachi et al. （2015）を基本とし，
補足的にジェファソンほか（1993）に従った。

各記録の定義，表記ルール
　本稿は加登岡ほか（2020），花上ほか（2021）ととも
に相模湾・東京湾でこれまで記録された海生哺乳類のス
トランディングレコードについて集約している報告であ
るため，以下にあげる「各記録の定義」と「記録の表記
ルール」については，加登岡ほか（2020），花上ほか（2021）
に従った。
　各記録の定義は以下のとおりである。漂着：個体が海
岸に流れ着いたもの。本報告では死体だけでなく生体が
座礁した場合も含めた；混獲：主に定置網などの漁具へ
入り込んだもの。ただし，漂流した死体が漁具に引っかかっ
た場合は除く；漂流：死体が海上を漂っているもの；迷入：
生体が港湾に迷い込んだもの；目視：生体が海上を遊泳
している姿を目視で確認したもの。
　 記録の表記ルールは，以下のとおりである。表 1 の
記録の分類は出典元に従った。本報告が新知見となる記
録には事例番号に「*」を付した。日付と場所が近いも
のは同一個体を指している可能性がある。検討の上，同
一個体と考えられるものは，同一記録として以下のよう
に表 1に記載した：場所は詳細な地名が記されている記
録を選択した。住所の表記は出典元に従った；漂流から
漂着など 2つの情報がある時は，最初に記録された状況
及び日付を記録として集計した；体長，体重の表記は出

典元に従った。出典元で記載が異なる際は，出典元で多
数あったものを始めに記載し，異なる値は「/」で区切り，
「※」表記をし，その後に出典元の番号を記載した（例：
事例番号 98約 5 m* 1, 27/ 5.5 m*33）。同時に複数個体が記録
され，なおかつ複数個体について体長の記録がある場合
は「，」で区切ってそれぞれ記載した。
　各記録に記載されていた備考などの情報は省略したた
め，詳細については出典元を参照していただきたい。

結　果

　1927年 9月から 2021年 9月までに，相模湾で 131例，
東京湾で 54例の計 185例のハクジラ亜目（マッコウク
ジラ科，コマッコウ科，アカボウクジラ科，ネズミイル
カ科）の記録があった（表 1）。これらのうち，記録され
た場所がおおむね特定できた 131ヶ所を図 1－ 7に示し
た（場所の特定ができなかった記録は表 1の住所に▲を
付した）。相模湾で記録された鯨類は以下のとおりであ
る：マッコウクジラ Physeter macrocephalus ：34例；コマッ
コウ Kogia breviceps ：18例；オガワコマッコウ K. sima：
6例；ツチクジラ Berardius bairdii：8例；ハッブスオ
ウギハクジラ Mesoplodon carlhubbsi：1例；イチョウハ
クジラ M. ginkgodens：10例；アカボウクジラ Ziphius 
cavirostris：31例；スナメリ Neophocaena asiaeorientalis：
15例；ネズミイルカ Phocoena phocoena：4例；イシイ
ルカ Phocoenoides dalli：1例；その他種まで同定できな
かったもの 3例（コマッコウ属の未同定種 Kogia sp.：1
例；オウギハクジラ属の未同定種 Mesoplodon sp.：1例；
アカボウクジラ科の未同定種 Ziphidae sp.：1例），計 4
科7属10種が記録されていた。東京湾で記録されたのは，
マッコウクジラ 2例，コマッコウ 3例，ハッブスオウギ
ハクジラ 1例，スナメリ 46例，イシイルカ 2例，計 4
科 5属 5種。両湾を合わせると計 4科 8属 10種が記録
されていた。

各種の記載

マッコウクジラ
Physeter macrocephalus Linnaeus, 1758

（図 1：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは，危急種（Vulnerable species）に選定されて
いる（IUCN, online）。最大のハクジラで，赤道周辺か
ら極海（北極及および南極）まで，世界中の海洋に広
く分布する（Rice, 1989）。日本近海では，太平洋岸沖に
広く分布し，東シナ海，日本海，オホーツク海では稀
である（Kasuya & Miyashita, 1988; Rice, 1989）。Mori et 
al.（2015）は，日本近海の本種の個体群は銚子沖（千葉
県）から北海道にかけてとどまり越冬し，メスは夏にア
リューシャン列島のアッツ島まで北上するとしている。
　本種の記録は相模湾に 34例，東京湾に 2例，記録時
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4
37

19
75

/7
/8

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
海
岸

生
存
→
飼
育

漂
着

1
2.

05
 m

14
6 

kg
オ
ス

1,
 1

5,
 2

5
38

19
78

/8
/2

5
神
奈
川
県
三
浦
市
菊
名
海
岸

生
存
→
死
亡

1飼
育

1
漂
着

2
2.

8,
 1

.3
 m

-
メ
ス

2
1,

 2
5,

 3
4

39
19

86
/3

/1
9

千
葉
県
安
房
郡
富
浦
町
砂
浜

(現
南
房
総
市

)
生
存
→
飼
育

漂
着

1
2.

14
 m

16
5 

kg
メ
ス

1,
 2

5

40
19

91
/4

/2
4

神
奈
川
県
逗
子
市
小
坪

逗
子
マ
リ
ー
ナ
港
内

死
亡

漂
着

1
2.

45
 m

-
メ
ス

1,
 5

, 2
5,

34
41

19
94

/1
1/

28
静
岡
県
下
田
市
白
浜

生
存
→
飼
育

漂
着

1
1.

67
 m

79
 k

g
メ
ス

1,
 8

, 2
5

42
20

01
/1

2/
15

千
葉
県
館
山
市
坂
田

生
存

1死
亡

1→
死
亡

2
マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
1.

67
, 1

.9
2 

m
-

メ
ス

1
1,

 1
8,

 2
5

43
20

02
/7

/1
2

東
京
都
大
島
町
元
町
湯
の
浜

死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
3.

08
, 2

.7
8 

m
-

オ
ス

1、
メ
ス

1
1,

 1
9,

 2
5

44
20

02
/7

/1
9

東
京
都
大
島
町
間
伏
砂
の
浜

生
存
→
放
流

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

3
2.

72
, 2

.1
2 

m
-

オ
ス

1、
メ
ス

1
1,

 1
9,

 2
5

45
20

04
/8

/1
8

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
柳
島
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

6 
m

-
メ
ス

1,
 2

4,
 2

5
46

20
10

/4
/4

神
奈
川
県
横
須
賀
市
佐
島
天
神
島

臨
海
自
然
教
育
園
笠
島

死
亡

漂
着

1
約

3.
28

 m
-

オ
ス

1,
 3

1,
 3

7

47
20

10
/7

/2
3

神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸

生
存
→
放
流

1飼
育

1
マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
2.

65
 m

29
2 

kg
-

1
48

20
11

/7
/1

3
千
葉
県
館
山
市
那
古

生
存
→
死
亡

1放
流

1
漂
着

2
2.

22
 m

-
メ
ス

1
1,

 2
4,

 2
5

49
20

13
/4

/2
5

千
葉
県
館
山
市
平
砂
海
岸

生
存
→
死
亡

漂
着

1
3.

15
 m

-
メ
ス

1,
 2

4,
 2

6
50

20
13

/9
/1

8
神
奈
川
県
平
塚
市
高
浜
台

33
地
先

死
亡

漂
着

1
2.

3 
m

-
オ
ス

1,
 2

6
51

20
14

/7
/2

3
千
葉
県
館
山
市
見
物

生
存
→
放
流
→
死
亡

漂
着

1
約

2.
5 

m
-

-
1,

 2
7

52
20

21
/8

/1
9

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
東
海
岸
南

6
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
江
の
島
側

死
亡

漂
着

1
3.

11
 m

-
オ
ス

1

53
19

99
/3

/3
0

神
奈
川
県
鎌
倉
市
材
木
座
海
岸

生
存
→
放
流

漂
着

1
2.

2 
m

推
定

13
0 

kg
メ
ス

1,
 1

5,
 2

5
54

20
04

/9
/1

1
千
葉
県
安
房
郡
富
山
町
高
崎
地
先

(現
南
房
総
市

)
生
存
→
死
亡

漂
着

1
2.

3 
m

25
0 

kg
-

1,
 2

4,
 2

5

55
20

10
/7

/2
3

神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸

1
生
存
→
放
流

1飼
育

1
マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
2.

55
, 2

.6
5 

m
-

オ
ス

1,
 2

4,
 2

5

マ
ッ

コ
ウ

ク
ジ

ラ
 P

hy
se

te
r m

ac
ro

ce
ph

al
us

コ
マ

ッ
コ

ウ
 K

og
ia

 b
re

vic
ep

s

オ
ガ

ワ
コ

マ
ッ

コ
ウ

 K
og

ia
 si

m
a
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表
 1

．
続

き
2

事
例

年
/月

/日
場

所
生

死
状

況
個

体
数

体
長

体
重

性
別

出
典

56
20

11
/3

/2
6

神
奈
川
県
小
田
原
市
東
町
酒
匂
川
河
口

死
亡

漂
着

1
1.

6 
m

約
10

0 
kg

-
1,

 2
4,

 2
5,

39
57

20
11

/6
/3

0
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
菱
沼
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

5 
m

-
オ
ス

1,
 2

4,
 2

5
58
*

20
21

/3
/1

0
神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
町
小
網
代

死
亡

漂
着

1
1.

49
8 

m
⁻

メ
ス

41

59
19

87
/7

/2
4

神
奈
川
県
三
浦
市
諸
磯
湾
岩
場

生
存
→
死
亡

3放
流

1
マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

4
10

.5
, 8

.3
 m

-
メ
ス

1
1,

 2
, 2

5,
32

, 3
3

60
19

93
/7

/3
0

神
奈
川
県
三
浦
市
南
下
浦
町
毘
沙
門
海
岸

死
亡

漂
着

1
9.

7 
m

-
-

1,
 2

5
61

20
02

/7
/3

千
葉
県
安
房
郡
富
山
町
大
房
岬
沖

西
北
西

3 
km

(現
南
房
総
市

)
死
亡

漂
流
→
漂
着

1
約

10
 m

-
-

1,
 2

4,
 2

5

62
20

05
/6

/6
東
京
都
大
島
町
大
島
沖
東
約

18
 k

m
▲

生
存

目
視
情
報

5
-

-
-

1,
 2

5
63

20
05

/7
/2

7
神
奈
川
県
横
須
賀
市
長
井

5丁
目

25
地
先

生
存
→
死
亡

漂
着

1
10

.4
 m

推
定

12
.5

 t
オ
ス

1,
 2

4,
 2

5,
36

64
20

06
/7

/3
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
勝
山
海
岸

死
亡

漂
着

1
約

10
 m

-
オ
ス

1,
 2

4,
 2

5
65

20
06

/7
/3

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
西
浜
海
岸

死
亡

漂
着

1
約

10
 m
以
上

-
オ
ス

1,
 2

4,
 2

5
66

20
08

/6
/2

8
静
岡
県
下
田
市
白
浜
尾
ヶ
崎
ウ
ィ
ン
グ
下

死
亡

漂
着

1
7–

8 
m

-
オ
ス

1,
 2

5

67
20

05
/1

0/
21

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
中
村
川
河
口

生
存
→
死
亡

漂
着

1
5.

2 
m

-
オ
ス

1,
 2

4.
 2

5,
36

68
19

57
/9

/2
2

神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
大
磯
海
岸

生
存
→
死
亡

(捕
獲

)
漂
着

1
4.

72
 m
※

1,
 2

5

約
5 

m
※

34

-
オ
ス

1,
 2

5,
 3

4

69
19

68
/8

/2
3

神
奈
川
県
鎌
倉
市
材
木
座
海
岸

-
漂
着

1
4.

7 
m

-
オ
ス

1,
 2

5,
 3

4
70

19
71

/7
/2

8
静
岡
県
伊
東
市

▲
-

-
1

4.
77

 m
-

オ
ス

1,
 2

5
71

19
74

/9
/1

9
千
葉
県
館
山
市
砂
浜

生
存
→
死
亡

漂
着

1
4.

95
 m

-
オ
ス

1,
 2

5
72

19
82

/8
/3

千
葉
県
富
津
市
竹
岡
漁
港

生
存
→
飼
育

港
内
迷
入
→
漂
着

1
5.

28
 m
※

1

5.
30

 m
※

25
17

00
 k

g
メ
ス

1,
 2

5

73
19

91
/3

/2
3

神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
町
小
網
代

生
存
→
死
亡

漂
着

1
4.

87
 m

-
メ
ス

1,
 5

, 2
5,

32
, 3

4
74

19
94

/1
2/

3
千
葉
県
館
山
市
北
条
海
岸

生
存
→
死
亡

湾
内
迷
入
→
放
流
→
漂
着

1
5.

1 
m

-
オ
ス

1,
 2

5
75

20
01

/3
/8

神
奈
川
県
横
須
賀
市
西
浦
賀
町

4
シ
テ
ィ
マ
リ
ー
ナ
ベ
ラ
シ
ス

死
亡

漂
着

1
3.

12
 m

32
7.

3 
kg

メ
ス

1,
 1

7,
 2

5

76
20

08
/8

/1
0

静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町

生
存
→
死
亡

漂
着

1
4.

67
5 

m
-

オ
ス

1,
 2

5
77

20
19

/5
/3

0
千
葉
県
館
山
市
北
条
海
岸

死
亡

漂
着

1
‐

‐
オ
ス

31
78

19
58

/1
/2

8
神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎

-
漂
着

1
5.

74
 m

-
オ
ス

1,
 2

5,
 3

4

ハ
ッ

ブ
ス

オ
ウ

ギ
ハ

ク
ジ

ラ
 M

es
op

lo
do

n 
ca

rlh
ub

bs
i

イ
チ

ョ
ウ

ハ
ク

ジ
ラ

 M
es

op
lo

do
n 

gi
nk

go
de

ns

オ
ガ

ワ
コ

マ
ッ

コ
ウ

 K
og

ia
 si

m
a

ツ
チ

ク
ジ

ラ
 B

er
ar

di
us

 b
ai

rd
ii
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表
 1

．
続

き
3

事
例

年
/月

/日
場

所
生

死
状

況
個

体
数

体
長

体
重

性
別

出
典

79
19

60
/3

/3
東
京
都
大
島
町
差
木
地

生
存
→
死
亡

(捕
獲

)
マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
8,

 1
0 

m
2.

2,
 2

.7
 ｔ

オ
ス

1、
メ
ス

1
1,

 2
5

80
19

63
/3

/1
1

神
奈
川
県
小
田
原
市
網
一
色

生
存
→
死
亡

(捕
獲

)
マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

1
5–

6 
m

-
メ
ス

1,
 2

5
81

19
63

/3
/1

2
神
奈
川
県
藤
沢
市
辻
堂
海
岸

生
存
→
死
亡

(捕
獲

)
マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

3
3.

5,
 5

.5
, 6

.0
 m

-
オ
ス

1、
メ
ス

2
1,

 2
5,

 3
4

82
19

63
/3

/1
2

神
奈
川
県
平
塚
市
海
岸

死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

1
-

-
-

1,
 2

5
83

19
63

/5
/1

6
神
奈
川
県
横
須
賀
市
横
須
賀
港

-
迷
入

1
-

-
-

34
84

19
63

/9
/2

2
神
奈
川
県
平
塚
市
海
岸

生
存
→
死
亡

漂
着

1
2.

67
 m

-
オ
ス

1,
 2

5,
 3

4
85

19
64

/2
/6

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市

柳
島
海
岸
・
中
崎
海
岸

死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
6,

 5
 m

-
オ
ス

1、
メ
ス

1
1,

 2
7

86
19

66
/9

/1
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町

生
存
→
死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
-

-
-

1,
 2

8
87

19
69

/3
/1

6
静
岡
県
伊
東
市
宇
佐
美
海
岸

生
存

→
死
亡

漂
着

約
6 

m
25

88
19

71
/9

/2
0

神
奈
川
県
小
田
原
市
早
川
海
岸

生
存
→
死
亡

(捕
獲

)
漂
着

1
4 

m
20

00
 k

g
-

1,
 2

7
89

19
77

/1
/1

1
神
奈
川
県
小
田
原
市
石
橋
海
岸

死
亡

漂
着

1
5.

5 
m

50
00

 k
g

メ
ス

1,
 2

7
90

19
77

/1
/1

1
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
真
鶴
町
岩
海
岸

死
亡

漂
着

1
-

-
オ
ス

1,
 2

7
91

19
78

/1
/2

5
静
岡
県
熱
海
市
赤
根
崎

生
存

→
死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

5
オ
ス
の

1頭
5.

48
 m

-
オ
ス

1,
 2

5

92
19

78
/1

/2
5

静
岡
県
熱
海
市
長
浜

生
存

→
死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
-

-
-

1,
 2

5
93

19
78

/1
/2

5
静
岡
県
熱
海
市
中
野

生
存

→
死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

1
-

-
-

1,
 2

5
94

19
78

/1
/2

5
静
岡
県
熱
海
市
伊
豆
山

生
存

→
死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

1
-

-
-

1,
 2

5
95

19
78

/5
/0

神
奈
川
県
平
塚
市
花
水
川
河
口

死
亡

漂
着

1
約

5 
m

-
-

1,
 2

5
96

19
78

/6
/1

4
神
奈
川
県
小
田
原
市

-
漂
着

1
-

-
オ
ス

1,
 2

8
97

19
79

/1
1/

7
神
奈
川
県
小
田
原
市
早
川
海
岸

生
存
→
死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

13
3.

5–
5 

m
-

-
1,

 2
5,

 3
4

98
19

81
/7

/7
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
茅
ケ
崎
海
岸

死
亡

漂
着

1
約

5 
m
※

1,
 2

7

5.
5 

m
※

34
-

オ
ス

1,
 2

7,
 3

4

99
19

85
/3

/2
4

神
奈
川
県
小
田
原
市
東
町
海
岸

死
亡

漂
着

1
5.

5 
m

-
-

1,
 2

7,
 3

4
10
0

19
87

/1
0/

19
神
奈
川
県
鎌
倉
市
坂
之
下
海
岸

死
亡

漂
着

1
4.

4 
m

推
定

1 
t

メ
ス

1,
 2

, 2
5,

34
10
1

19
88

/5
/6

神
奈
川
県
平
塚
市
沖

▲
死
亡

漂
流

1
推
定

5–
6 

m
-

-
1,

 3
, 2

5,
34

10
2

19
89

/2
/2

1
神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
前
川
海
岸

生
存
→
死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

3
5.

8 
m

-
メ
ス

1
1,

 4
, 2

5,
34

10
3

19
95

/1
/1

0
神
奈
川
県
小
田
原
市
東
町

2-
10

-2
6地

先
山
王
網
一
色
海
岸

死
亡

漂
着

1
4.

85
 m

-
-

1,
 2

5

10
4

19
95

/2
/2

2
神
奈
川
県
小
田
原
市
石
橋
海
岸

死
亡

漂
着

1
約

5 
m

-
-

1,
 8

, 2
5

ア
カ

ボ
ウ

ク
ジ

ラ
 Z

ip
hi

us
 ca

vir
os

tri
s
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表
 1

．
続

き
4

事
例

年
/月

/日
場

所
生

死
状

況
個

体
数

体
長

体
重

性
別

出
典

10
5

19
96

/6
/1

3
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
国
府
新
宿
海
岸

死
亡

漂
着

1
5.

47
 m

-
メ
ス

1,
 9

, 2
5

10
6

19
97

/8
/8

神
奈
川
県
横
須
賀
市
秋
谷
海
岸

死
亡

漂
着

1
4.

2 
m

-
メ
ス

1,
 1

1,
 2

5
10
7

20
15

/9
/1

2
千
葉
県
館
山
市
北
条
海
岸

生
存
→
死
亡

漂
着

1
4 

m
-

-
1,

 2
4,

 2
8

10
8

20
21

/5
/2

9
静
岡
県
熱
海
市
伊
豆
山
伊
豆
山
漁
港

生
存
→
死
亡

港
内
迷
入
→
漂
着

1
5.

49
 m

20
00

 k
g

メ
ス

1

10
9

19
34

/5
/2

千
葉
県
富
津
市
岩
瀬
沖

1.
5マ
イ
ル

生
存

目
視
情
報

20
1.

8 
m
以
上

-
-

1,
 2

8
11
0

19
63

/5
/1

6
神
奈
川
県
横
須
賀
市
横
須
賀
港

生
存
→
死
亡

迷
入

1
0.

69
 m

5.
5 

kg
オ
ス

1,
 2

5
11
1

19
66

/6
/2

9
神
奈
川
県
鎌
倉
市
七
里
ガ
浜

死
亡

漂
着

約
1.

5 
m

1,
 3

1
11
2

19
69

/6
/1

5
神
奈
川
県
逗
子
市
海
岸
▲

-
-

1
0.

8 
m

-
オ
ス

33
11
3

19
70

/3
/1

8
神
奈
川
県
横
須
賀
市
鴨
居
、
観
音
崎
沖

生
存

目
視
情
報

8
-

-
-

1,
 2

5,
 3

4
11
4

19
85

/1
1/

26
神
奈
川
県
横
須
賀
市

久
里
浜
港
発
電
所
取
水
口
付
近

生
存

港
内
迷
入

1
-

-
-

1,
 2

5,
 3

4

11
5

19
87

/5
/3

1
神
奈
川
県
横
須
賀
市

横
須
賀
港
臨
海
公
園
沖

生
存

迷
入

1
-

-
-

1,
 2

5,
 3

4

11
6

19
88

/1
2/

14
神
奈
川
県
藤
沢
市

鵠
沼
海
岸

1丁
目
沖
約

15
0 

m
生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5,
 3

4

11
7

20
03

/7
/4

神
奈
川
県
三
浦
市
南
下
浦
町
毘
沙
門

死
亡

漂
着

-
31

11
8

20
04

/7
/2

1
千
葉
県
富
津
市
沖
約

5 
km
▲

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5
11
9

20
13

/3
/2

3
神
奈
川
県
鎌
倉
市
腰
越

1丁
目

4
恵
風
園
胃
腸
病
院
下

死
亡

漂
着

1
約

1.
8 

m
-

-
1,

 2
6,

 4
0

12
0

20
13

/5
/9

神
奈
川
県
横
須
賀
市
津
久
井

2丁
目

死
亡

漂
着

1
約

0.
8 

m
-

オ
ス

1,
 2

6,
 4

0
12
1

20
15

/4
/2

4
神
奈
川
県
横
須
賀
市
鴨
居

観
音
崎
大
橋
下

死
亡

漂
着

1
1.

26
8 

m
-

オ
ス

1,
 2

8

12
2

20
16

/5
/3

神
奈
川
県
横
須
賀
市
秋
谷

久
留
和
漁
港
の
外
縁

死
亡

漂
流

1
-

-
-

1,
 2

9

12
3

20
19

/5
/1

0
神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
町

城
ケ
島

68
4-

2地
先

死
亡

漂
着

1
-

-
-

31

12
4*

19
70

/3
/1

7
神
奈
川
県
江
の
島
定
置

生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

1.
51

 m
-

オ
ス

41
12
5

19
73

/2
/1

千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町

生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

1.
25

 m
30

 k
g

オ
ス

1,
 2

5
12
6

19
87

/1
1/

9
千
葉
県
安
房
郡
富
山
町

(現
南
房
総
市

)
死
亡

混
獲

(定
置
網

)
1

1.
39

 m
42

 k
g

メ
ス

1,
 2

5

12
7

19
95

/1
/8

千
葉
県
安
房
郡
富
山
町
岩
井

(現
南
房
総
市

)
生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

約
1.

8 
m

-
メ
ス

1,
 2

5

ア
カ

ボ
ウ

ク
ジ

ラ
 Z

ip
hi

us
 ca

vir
os

tri
s

ス
ナ

メ
リ

 N
eo

ph
oc

ae
na

 a
sia

eo
rie

nt
al

is

ネ
ズ

ミ
イ

ル
カ

 P
ho

co
en

a 
ph

oc
oe

na
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表
 1

．
続

き
5

事
例

年
/月

/日
場

所
生

死
状

況
個

体
数

体
長

体
重

性
別

出
典

12
8

20
05

/5
/2

1
千
葉
県
富
津
市
湊
上
総
湊
海
岸
北

死
亡

漂
着

1
2.

13
 m

-
オ
ス

1,
 2

4,
 2

5

12
9

20
02

/3
/3

0
東
京
都
大
島
町
元
町
御
神
火
温
泉
下

死
亡

漂
着

1
4.

59
 m

-
メ
ス

1,
 1

9,
 2

5
13
0

20
02

/7
/2

0
東
京
都
大
島
町
差
木
地
地
苗

死
亡

漂
着

1
3.

85
 m

-
-

1,
 1

9,
 2

5
13
1

20
10

/6
/1

8
千
葉
県
館
山
市
平
砂
浦
海
岸

生
存
→
放
流

漂
着

1
2.

5 
m
以
上

-
-

1,
 2

5

13
2

19
91

/1
/2

0
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区

横
浜
港
本
牧
埠
頭

死
亡

漂
流

1
11

.6
 m

-
オ
ス

1,
 5

, 3
4

13
3

20
08

/1
2/

3
神
奈
川
県
横
須
賀
市
東
逸
見
町

1丁
目

海
上
自
衛
隊
浮
桟
橋

死
亡

漂
流

1
10

.9
 m

-
-

1,
 2

4,
 2

5

13
4

19
27

/9
/3

0
千
葉
県
習
志
野
市
鷺
沼

生
存
→
死
亡

(捕
獲

)
漂
着

1
-

-
オ
ス

1,
 2

5
13
5

20
00

/5
/3

0
神
奈
川
県
横
浜
市
磯
子
区
磯
子
町

堀
割
川
河
口
横
浜
市
民
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

生
存
→
死
亡

港
内
迷
入

1
3.

06
 m

37
5.

4 
kg

オ
ス

1,
 1

6,
 2

5

13
6

20
08

/1
1/

4
神
奈
川
県
横
浜
市
磯
子
区
磯
子

1
海
の
見
え
る
公
園
地
先

生
存
→
死
亡

港
内
迷
入

1
-

-
-

1,
 2

5

13
7

20
09

/1
0/

21
東
京
都
大
田
区
羽
田
空
港
東
岸

死
亡

漂
着

1
4.

9 
m

-
オ
ス

1,
 2

4,
 2

5

13
8

19
35

/4
/3

東
京
都
北
区
志
茂

荒
川
放
水
路
岩
淵
水
門

生
存
→
死
亡

河
川
迷
入

1
2.

3 
m

1,
 3

1

13
9

19
70

/5
/2

千
葉
県
市
原
市
沖

生
存

目
視
情
報

4
-

-
-

1,
 2

9
14
0

19
70

/5
/2

千
葉
県
木
更
津
市
沖
約

10
 k

m
生
存

目
視
情
報

8
-

-
-

1,
 2

9
14
1

19
73

/6
/2

7
神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区

扇
島
沖

1 
km
▲

-
-

1
0.

71
5 

m
-

メ
ス

34

14
2

19
82

/5
/1

5
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
本
牧
▲

-
-

1
1.

62
5 

m
-

メ
ス

34
14
3

19
83

/3
/3

0
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
錦
町
▲

-
-

1
0.

79
7 

m
-

メ
ス

34
14
4

19
86

/6
/0

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
磯
部

死
亡

漂
着

1
‐

-
-

1,
 2

9
14
5

20
03

/7
/1

5
千
葉
県
浦
安
市
千
鳥

死
亡

漂
着

1
-

-
-

1,
 2

1,
 2

5
14
6

20
03

/1
0/

4
千
葉
県
川
崎
人
工
島

-富
津
岬
間

生
存

目
視
情
報

2
-

-
-

1,
 2

2,
 2

5
14
7

20
04

/6
/2

6
千
葉
県
船
橋
市
潮
見
町

40
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園

死
亡

漂
着

1
0.

8 
m

-
メ
ス

1,
 2

4,
 2

5

14
8

20
05

/2
/1

5
千
葉
県
君
津
市
沖
約

1 
km

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5

ハ
ッ

ブ
ス

オ
ウ

ギ
ハ

ク
ジ

ラ
 M

es
op

lo
do

n 
ca

rlh
ub

bs
i

ス
ナ

メ
リ

 N
eo

ph
oc

ae
na

 a
sia

eo
rie

nt
al

is

種
不

明

東
京

湾

イ
シ

イ
ル

カ
 P

ho
co

en
oi

de
s d

al
li

コ
マ

ッ
コ

ウ
 K

og
ia

 b
re

vic
ep

s

マ
ッ

コ
ウ

ク
ジ

ラ
 P

hy
se

te
r m

ac
ro

ce
ph

al
us
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表
 1

．
続

き
6

事
例

年
/月

/日
場

所
生

死
状

況
個

体
数

体
長

体
重

性
別

出
典

14
9

20
05

/6
/0

千
葉
県
美
浜
区
検
見
川
の
浜

死
亡

漂
着

1
‐

‐
‐

30
15
0

20
06

/5
/2

8
千
葉
県
船
橋
市
潮
見
町

40
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園

死
亡

漂
着

1
0.

8 
m

-
-

1,
 2

4,
 2

5

15
1

20
06

/5
/3

0
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
本
牧
埠
頭

三
菱
重
工
横
浜
製
作
所
ド
ッ
ク

生
存
→
飼
育

港
内
迷
入

1
0.

84
 m

8.
4 

kg
メ
ス

1,
 2

5,
 3

8

15
2

20
06

/7
/1

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
高
浜

7丁
目

稲
毛
海
浜
公
園
い
な
げ
の
浜

死
亡

漂
着

1
約

2 
m

-
メ
ス

1,
 2

6

15
3

20
06

/1
1/

6
東
京
都
江
戸
川
区

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
沖

2 
km

生
存

目
視
情
報

2
-

-
-

1,
 2

5

15
4

20
07

/7
/2

0
千
葉
県
浦
安
市

浦
安
灯
台
南
東
約

3マ
イ
ル

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5

15
5

20
07

/7
/2

0
千
葉
県
浦
安
市
浦
安
灯
台
南
東
沖

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5
15
6

20
07

/8
/1

1
千
葉
県
浦
安
市
沖
約

2 
km

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5
15
7

20
07

/1
0/

22
千
葉
県
浦
安
市
千
鳥

浦
安
灯
台
南
沖
約

1.
3マ
イ
ル

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5

15
8

20
08

/1
/1

1
千
葉
県
市
原
市
市
原
埠
頭
沖

生
存

目
視
情
報

2
-

-
-

1,
 2

5
15
9

20
08

/3
/1

1
東
京
都
江
東
区
若
洲
沖
南

3 
km

生
存

目
視
情
報

4
-

-
-

1,
 2

5
16
0

20
08

/1
1/

17
千
葉
県
浦
安
市
新
浦
安
沖

生
存

目
視
情
報

2
-

-
-

1,
 2

5
16
1

20
08

/1
2/

11
千
葉
県
浦
安
市
浦
安
南
沖

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5
16
2

20
09

/4
/2

2
千
葉
県
浦
安
市
浦
安
南
沖

生
存

目
視
情
報

2
-

-
-

1,
 2

5
16
3

20
09

/9
/1

0
千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
高
浜

稲
毛
海
浜
公
園
沖

生
存

目
視
情
報

2
-

-
-

1,
 2

5

16
4

20
10

/9
/1

千
葉
県
浦
安
市
浦
安
南
東
沖

生
存

目
視
情
報

4
-

-
-

1,
 2

5
16
5

20
10

/9
/2

3
千
葉
県
市
原
市
姉
ヶ
崎
沖
約

3 
km

生
存

目
視
情
報

4
-

-
-

1,
 2

5
16
6

20
10

/1
0/

15
千
葉
県
船
橋
航
路
東

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5
16
7

20
10

/1
1/

6
千
葉
県
荒
川
河
口
東
京
港

東
航
路

4番
ブ
イ
東

生
存

目
視
情
報

3
-

-
-

1,
 2

5

16
8

20
11

/2
/8

神
奈
川
県
横
須
賀
市
走
水

1丁
目

2
死
亡

漂
着

1
約

1.
5 

m
-

オ
ス

1,
 2

4,
 2

5,
35

, 3
8,

 4
0

16
9

20
11

/6
/6

千
葉
県
富
津
市
富
津
岬
北
側
沖
～

東
電
富
津
火
力
発
電
所

生
存

目
視
情
報

3
推
定

1–
2 

m
-

-
1,

 2
5

17
0

20
11

/9
/2

0
神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
八
景
島

湾
内
岸
壁

死
亡

漂
着

1
1.

33
 m

-
メ
ス

1,
 2

4,
 2

5,
40

17
1

20
11

/1
2/

5
千
葉
県
木
更
津
市
金
田
沖

2.
3 

km
生
存
→
放
流

混
獲

(海
苔
養
殖
網

)
1

-
-

-
1,

 2
5

17
2

20
12

/1
0/

6
千
葉
県
浦
安
市
沖

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

1,
 2

5

ス
ナ

メ
リ

 N
eo

ph
oc

ae
na

 a
sia

eo
rie

nt
al

is
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表
 1

．
続

き
7

出
典

: 1
. 国

立
科

学
博

物
館

, o
nl

in
e; 

2.
 日

本
鯨

類
研

究
所（

19
88

a）
; 3

. 日
本

鯨
類

研
究

所（
19

88
b）

; 4
. 日

本
鯨

類
研

究
所（

19
89

）；
 5

. 日
本

鯨
類

研
究

所（
19

91
）;

 6
.日

本
鯨

類
研

究
所（

19
94

a）
; 7

.日
本

鯨
類

研
究

所（
19

94
b）

; 
8.

日
本

鯨
類

研
究

所
（

19
95

）
; 9

.日
本

鯨
類

研
究

所
（

19
96

）
; 1
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期はほぼ周年確認され，最も多かった月は 1月 6例，次
いで 12月 5例であった。

コマッコウ
Kogia breviceps de Blainville, 1838

（図 2：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは，低危惧種（Least Concern）に選定されてい
る（IUCN, online）。世界の温帯および熱帯の海域に広く
分布し，暖かい海の沖合，特に大陸斜面の近くでよく見
られる（ジェファソンほか , 1993）。日本近海では，北
海道より南の太平洋と日本海の両方で見られている（国
立科学博物館 , online）。目撃情報のほとんどが 1～数個
体で（Caldwell & Caldwell, 1989），個体群の規模や傾向
は不明である（McAlpine, 2018）。
　本種の記録は相模湾に 18例，東京湾に 3例であった。
記録時期は 1月，2月，6月，10月を除きほぼ周年確認
されたが，7，8月を合わせると 10例，次いで 3，4月
を合わせると 5例と春季と夏季に多い傾向があった。

オガワコマッコウ
Kogia sima Owen, 1866
（図 2：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。主に全海域の温帯・熱帯沿岸の大陸棚や
斜面に生息し（石川ほか , 2013），日本近海では北海道南
部の太平洋側と新潟県南部から座礁が記録されている（石
川ほか , 2013）。しかし通常ではより南に分布しており，
和歌山沖では夏季にホエールウォッチングで本種が時折
目撃されており，（Yoshioka, 2015a）。目撃情報のほとんど
は 2–10個体の小さな集団である（Nagorsen, 1985）。
　本種の記録は相模湾にのみ 6例確認され，10月から 2
月は記録がなかった。なお，事例番号 56は国立科学博
物館など主たるデータベースでは，コマッコウと扱われ
ていたが，三井ほか（2014）より本種として記録した。

ツチクジラ
Berardius bairdii Stejneger, 1883

（図 3：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカ
テゴリーでは，低危惧種（Least Concern）に選定され
ている（IUCN, online）。北太平洋の温暖から寒冷の温
帯地域，主に大陸棚斜面の深部に生息しており，5月
から 8月までの夏季に日本の太平洋沿岸に出現する
（Yamada, 2015a）。日本近海では北緯 34度の太平洋北部
と北緯 36度の日本海北部で確認されている（Nishimura, 
1970; Nishiwaki & Oguro, 1971; Balcomb, 1989; Kasuya & 

Miyashita, 1997）。日本周辺では，群密度と季節移動の違
いから，太平洋，日本海，オホーツクの 3つの異なる個
体群の存在が示唆されている（Kasuya, 1986）。集団の大
きさは 1–30個体の範囲で，ほとんどは 2–9個体である
（Kasuya, 2002）。またオスの方がメスよりも寿命が長い
ため，成獣集団ではより多くのオスがみられる（Yamada, 
2015a）。
　本種の記録は相模湾のみ 8例，記録時期は 6，7月の
みに見られた。

ハッブスオウギハクジラ
Mesoplodon carlhubbsi Moore, 1963

（図 3：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは，情報不足種（Data Deficient）に選定されて
いる（IUCN, online）。北太平洋の固有種である。日本で
記録された 17個体の漂着個体はすべて本州と北海道の
太平洋側で記録されている（Mead et al., 1982）。ツチク
ジラよりも温帯を好むようである（Yamada, 2015c）。ほ
とんどの情報が漂着個体からのものであり，生存時の行
動についてはほとんど知られていない（Yamada, 2015c）。
　本種の記録は相模湾，東京湾にそれぞれ 1例であった。
記録時期はいずれも 10月であった。

イチョウハクジラ
Mesoplodon ginkgodens Nishiwaki & Kamiya, 1958

（図 3：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは，情報不足種（Data Deficient）に選定されて
いる（IUCN, online）。太平洋とインド洋の熱帯および温
帯海域に分布している。ときおり日本列島の沖縄から茨
城にかけての太平洋側に座礁し，記録の約 50 %が静岡
県，神奈川県，および千葉県の沿岸で占められるが，例
外として北海道の室蘭での記録が 1例ある（小川 , 1936; 
Nishiwaki & Kamiya, 1958; Nishiwaki et al., 1972; 鴨川シー
ワールド , 1992; 石川 , 1994; 中村ほか , 1994; 中島ほか , 
2005）。また本種の生息域や季節移動などはほとんど知
られていない（Yamada, 2015e）。
　本種の記録は相模湾からのみで 10例で，記録時期に
目立った季節性は見られなかった。

アカボウクジラ
Ziphius cavirostris G. Cuvier, 1823

（図 4：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは，低危惧種（Least Concern）に選定されて
いる（IUCN, online）。本種はアカボウクジラ科で最も
広く分布している種の一つで，極地を除くすべての海
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図 1．相模湾・東京湾におけるマッコウクジラ Physeter macrocephalus（●）の
記録された場所（番号は表 1 の事例番号に対応）．
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図 2．相模湾・東京湾におけるコマッコウ Kogia breviceps（●），オガワコマッ
コウ Kogia sima（▲）の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に対応）．
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図 3．相模湾・東京湾におけるツチクジラ Berardius bairdii（●），ハッブスオ
ウギハクジラ Mesoplodon carlhubbsi（▲），イチョウハクジラ Mesoplodon 
ginkgodens（＋）の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に対応）
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域で記録されている（Yamada, 2015g）。日本列島沿岸で
の座礁は，主に太平洋側で報告されている（Omura et al., 
1955; Nishiwaki & Oguro, 1972）。本種は定期的に 48–68分
間，800 m（最大 1,450 m）を超える深さまで潜水する
（Yamada, 2015g）。2–7頭の小さなグループで発見されるが，
1頭だけで見られることも珍しくない（ジェファソンほか , 
1993）。
　本種の記録は，相模湾からのみで 31例であった。記
録時期は 4，12月を除き周年見られた。

スナメリ
Neophocaena asiaeorientalis Pilleri & Gihr, 1972

（図 5：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは，危急種（Vulnerable species）に選定されて
いる（IUCN, online）。最大でも体長 2 m程度の小型ハク
ジラである。台湾海峡から中国北部，韓国，日本の海域，
揚子江の中・下流域を含む西太平洋の温帯沿岸水域に分
布している（Jefferson & Wang, 2011）。日本沿岸域は生
息範囲の東端に位置している。本種は有明海 –橘湾，大
村湾，瀬戸内海 –響灘，伊勢湾 –三河湾，仙台湾 –東京
湾の 5沿岸海域に分布している（Shirakihara & Yoshioka, 
2015）。単独，2頭あるいは多くて 12頭までのグループ
で発見されることが多いが，最大で 50頭の集団も報告
されている（ジェファソンほか , 1993）。現在，日本で
はシロナガスクジラ Balaenoptera musculus，ホッキョク
クジラ Balaena mysticetusおよびコククジラ Eschrichtius 
robustusとともに水産資源保護法によって保護されてお
り，1993年以降は一切の採捕および保持が禁止されて
いる（Suzuki et al., 2015）。
　本種の記録は相模湾で 15例，東京湾で 46例，記録時
期は周年報告があるものの 5月に 17例と 27.9 %を占め
た。これまでに相模湾および東京湾の沿岸で記録のある
鯨類の中で最も記録が多く，特に東京湾での記録が多
かった。
　また，ミトコンドリア DNAの塩基配列の違いより，
事例番号 168，120，170の 3個体は仙台湾 –東京湾の東
京湾よりの海域に分布する集団と伊勢湾 –三河湾にま
たがって分布する集団にみられる遺伝子の型と同じであ
り（Ohkubo et al., 2011; 樽 , 2011），事例番号 119は伊勢
湾 –三河湾特有の遺伝子の型と同じであったことより，
もともと伊勢湾 –三河湾に生息しており相模湾へ回遊し
てきた個体としている（Ohkubo et al., 2011; Suzuki et al., 
2015）。今後も地域個体群の動態について，ストランディ
ングなどで得られる資料からさらに解析されることが期
待される。

ネズミイルカ
Phocoena phocoena Linnaeus, 1758

（図 6：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテゴ
リーでは，低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。北半球の温帯から亜寒帯沿岸に分布して
いる（Bjørge & Tolley, 2009）。この範囲の中で，生息域は
大陸棚の水域に限定されている（Read, 1999）。日本近海で
は千葉県および石川県以北の本州北部沿岸並びに北海道
沖でよく確認され（天野 , 1996; 日本鯨類研究所 , online），
7–16℃の水域での目撃情報がある（笠松・宮下 , 1991）。
本種は群れることはなく，単独または少数個体でよく目視
される（Amano, 2015）。これらの集団は一時的なものであ
り，餌の集中している場所では数十から数百頭の本種の大
きな集団が見られることがある（Read, 1999）。
　相模湾，東京湾は本種の分布域縁辺となるが（Amano, 
2015），本種の記録は相模湾にのみ 4例，1月，2月，3月，
11月にそれぞれ 1例と秋と冬に記録された。また，1995
年以降記録されていない。

イシイルカ
Phocoenoides dalli True, 1885

（図 6：表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは，低危惧種（Least Concern）に選定されてい
る（IUCN, online）。北太平洋北部と隣接する海（ベーリ
ング海，オホーツク海，日本海）の固有種である（Yoshioka, 
2015b）。日本では千葉県以北の太平洋側と島根県以北
の日本海側に生息している（Miyashita & Kasuya, 1988）。
肛門から背ビレまで広がる体側の白いパッチが小さいイ
シイルカ型（dalli–type）と、胸鰭の前まで広がる体側の
白いパッチが大きいリクゼンイルカ型（truei–type）の 2
つの体色形態がある（Yoshioka, 2015b）。さらにイシイル
カ型個体群には日本海側個体群と北西北太平洋側個体群
の 2つの個体群があり，体側の白いパッチの大きさが異
なる（前者のパッチの方が小さい）(Amano & Miyazaki, 
1996; Amano et al., 2000)。よって，本種はリクゼンイル
カ型とイシイルカ型の 2つの体色型があり，さらにイシ
イルカ型には 2タイプあることから，計 3亜種が存在す
ると考えられている（Amano & Hayano, 2007）。イシイ
ルカ型は，日本近海沿岸から北米大陸沿岸まで分布し，
3月に南下し太平洋側では 3月に房総沖でも確認されて
いる（宮下 , 2003）。リクゼンイルカ型は三陸沖からオ
ホーツク海にかけてのみ分布し，房総沖辺りが南限と推
測される（Miyashita & Kasuya, 1988）。また，本種は多
くの場合単独または複数の小さな個体群で確認される
（Yoshioka, 2015b）。
　相模湾，東京湾は本種の分布域縁辺であるが（Yoshioka, 
2015b），本種の記録は相模湾 1例（リクゼンイルカ型），
東京湾 2例（イシイルカ型）であった。記録時期は 4，
10月にイシイルカ型（事例番号 184, 185），5月にリク
ゼンイルカ型（事例番号 128）がそれぞれ 1例ずつ確認
された。なお，本種は 1998年以降記録されていない。
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図 4．相模湾・東京湾におけるアカボウクジラ Ziphius cavirostris（●）の記録さ
れた場所（番号は表 1 の事例番号に対応）．

図 5．相模湾・東京湾におけるスナメリ Neophocaena asiaeorientalis（●）の記録
された場所（番号は表 1 の事例番号に対応）．
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図 6．相模湾・東京湾におけるネズミイルカ Phocoena phocoena（●）イシイルカ
Phocoenoides dalli（▲）の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に対応）．
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図 7．相模湾・東京湾における種不明鯨類（●）の記録された場所（番号は表 1 の
事例番号に対応）．
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和名 学名 相模湾 記録 東京湾 記録 計
1 マッコウクジラ Physeter macrocephalus 〇 34 〇 2 36
2 コマッコウ Kogia breviceps 〇 18 〇 3 21
3 オガワコマッコウ Kogia sima 〇 6 - - 6
4 ツチクジラ Berardius bairdii 〇 8 - - 8
5 ハッブスオウギハクジラ Mesoplodon carlhubbsi 〇 1 〇 1 2
6 イチョウハクジラ Mesoplodon ginkgodens 〇 10 - - 10
7 アカボウクジラ Ziphius cavirostris 〇 31 - - 31
8 スナメリ Neophocaena asiaeorientalis 〇 15 〇 46 61
9 ネズミイルカ Phocoena phocoena 〇 4 - - 4
10 イシイルカ Phocoenoides dalli 〇 1 〇 2 3
11 種不明 - 〇 3 - - 3
計 131 54 185

表 2．相模湾・東京湾におけるハクジラ亜目の記録

和名 学名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
1 マッコウクジラ Physeter macrocephalus 6 2 4 3 3 3 4 1 3 2 0 5 36
2 コマッコウ Kogia breviceps 0 0 1 4 1 0 6 4 2 0 2 1 21
3 オガワコマッコウ Kogia sima 0 0 3 0 0 1 1 0 1 0 0 0 6
4 ツチクジラ Berardius bairdii 0 0 0 0 0 2 6 0 0 0 0 0 8
5 ハッブスオウギハクジラ Mesoplodon carlhubbsi 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
6 イチョウハクジラ Mesoplodon ginkgodens 0 0 2 0 1 0 1 3 2 0 0 1 10
7 アカボウクジラ Ziphius cavirostris 8 3 6 0 4 2 1 1 4 1 1 0 31
8 スナメリ Neophocaena asiaeorientalis 1 3 5 3 17 7 6 2 4 5 5 3 61
9 ネズミイルカ Phocoena phocoena 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 4
10 イシイルカ Phocoenoides dalli 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 3
11 種不明 - 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3
計 16 9 23 11 27 16 26 11 16 11 9 10 185

表 3.  相模湾・東京湾におけるハクジラ亜目の月別の記録数

和名 学名 漂着 混獲 漂流 迷入 目視情報 不明 計
1 マッコウクジラ Physeter macrocephalus 22 1 4 0 9 0 36
2 コマッコウ Kogia breviceps 18 0 0 2 0 1 21
3 オガワコマッコウ Kogia sima 6 0 0 0 0 0 6
4 ツチクジラ Berardius bairdii 6 0 1 0 1 0 8
5 ハッブスオウギハクジラ Mesoplodon carlhubbsi 2 0 0 0 0 0 2
6 イチョウハクジラ Mesoplodon ginkgodens 7 0 0 2 0 1 10
7 アカボウクジラ Ziphius cavirostris 28 0 1 2 0 0 31
8 スナメリ Neophocaena asiaeorientalis 19 1 1 7 29 4 61
9 ネズミイルカ Phocoena phocoena 0 4 0 0 0 0 4

10 イシイルカ Phocoenoides dalli 1 0 0 2 0 0 3
11 種不明 - 3 0 0 0 0 0 3
計 112 6 7 15 39 6 185

表 4. 相模湾・東京湾におけるハクジラ亜目の発見時の状況
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考　察

　1927年 9月から 2021年 9月までに，相模湾，東京湾
沿岸で記録されたマッコウクジラ科，コマッコウ科，ア
カボウクジラ科，およびネズミイルカ科のハクジラ亜目
の鯨類は，相模湾で 4科 7属 10種，東京湾で 4科 5属 5種，
両湾を合わせると 4科 8属 10種であった。
　日本近海に分布するハクジラ亜目の鯨類は，前報（花
上ほか , 2021）でとり上げたマイルカ科以外にはマッコ
ウクジラ科，コマッコウ科，アカボウクジラ科，ネズミ
イルカ科，イッカク科Monodontidaeの 5科があり，5科
10属 15種が記録されている（粕谷 , 2011）。これらのうち，
イッカク科以外の 4科 8属 10種（約 66.7 %）が相模湾
と東京湾で記録されていることが明らかとなった。記録
の多い順にスナメリ（61例），マッコウクジラ（36例），
アカボウクジラ（31例），コマッコウ（21例）で，それ
以外の種は 10例以下であり，東京湾でのスナメリの記
録が特に多かった（表 2）。
　本報告では調査捕鯨や商業捕鯨などの記録は除外して
いるが，川島（1894），粕谷（2011）は伊豆半島沿岸で捕
獲されていた，あるいは近海に分布する鯨種をまとめてお
り，マッコウクジラとツチクジラの 2種が本報告の記録種
に含まれていた。これらの種は，川島（1894）の報告当時
にも相模湾近海に来遊，生息していたものと考えられた。
また，本調査海域外ではあるが，千葉県和田浦（外房）に

は 400年の歴史をもつツチクジラの捕鯨基地があり（小島 , 
2012），2015年度は 6月 20日から 8月末までツチクジラ
操業を行っており 14頭捕獲している（石川 , 2019b）。
　相模湾，東京湾で記録の無かった 5種のうち，シロイ
ルカ Delphinapterus leucasとイッカクMonodon monoceros
は今後も相模湾および東京湾に出現する可能性は低いと
考えられるが，タイヘイヨウアカボウモドキ Indopacetus 
pacificus，コブハクジラ M. densirostris，オウギハクジ
ラ M. stejnegeriは，同様にその分布から，今後相模湾お
よび東京湾でも記録される可能性があると考えられる。
（Yamada, 2015b, 2015d, 2015f）。
　ストランディングの発生は，それぞれ相模湾が 131件
（70.8 %），東京湾が 54件（29.2 %）であった（表 2）。
地域別で見ると，神奈川県沿岸 86例（46.5 %），千葉県
沿岸 63例（34.1 %），静岡県沿岸 18例（9.7 %），伊豆大
島を含む東京都沿岸 18例（9.7 %）であった（図 1–7）。
全体をまとめてみると伊豆半島から三浦半島沿岸にかけ
てと房総半島西側の鋸南町以南，東京湾内で多く確認さ
れた（図 8）。ヒゲクジラ亜目（加登岡ほか , 2020）やハ
クジラ亜目のマイルカ科（花上ほか , 2021）と異なり相
模湾北西部の大磯から小田原辺りにも多くストランディ
ングが発生していた。これは，本報告で扱ったマイルカ
科以外のハクジラ亜目は，マッコウクジラやアカボウク
ジラなど大型の種が多く，ストランディングをした際に
目立つ上，大型のため波に流されにくく発見されやすい

漂着
混獲
漂流
迷入
目視情報

図 8．相模湾・東京湾におけるハクジラ亜目の記録された場所．
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可能性があることによるものと考えられた。また前 2報
に比べて東京湾での記録が多いのはスナメリの影響によ
るものである。
　記録された時期：5月が 27例と最も多く，次いで 7
月が 26例であった（表 3）。5月に関しては石川（2003）
の太平洋側の漂着月別件数と類似した結果となった（図 
11）。また，5月の記録である 27例のうちスナメリが 17
例と 63.0 %を占めた（表 3）。詳細なデータがあるスナ
メリ 8個体のうち，5個体が体長 69–85 cmであり，新生
子であることが示唆され（岩月 , 2000），よってスナメ
リは 5–6月に繁殖期を迎え，新生子の漂着が増加すると
した石川（2003）の報告と類似した。7月はコマッコウ，
ツチクジラ，スナメリが多く確認された。
　発生時の状況：漂着が最も多く，相模湾，東京湾合わ
せて 112例（60.5 %），次いで目視情報 39例（21.1 %），
迷入 15例（8.1 %），漂流 7例（3.8 %），混獲 6例（3.2 %）
であった（表 4, 図 12）。本報告で漂着（漂流，迷入，目
視情報を含む）記録が 19例以上あった種のうち，個体を
発見した時の生存率はスナメリ（67.9 %），コマッコウ（65.0 
%），アカボウクジラ（48.4 %），マッコウクジラ（31.4 %）
であり，コマッコウとアカボウクジラは石川（2003）と
類似した結果となった。 
　記録された個体数：単独個体が 138例（74.6 %），複
数個体が 44例（23.8 %），個体数不明 3例（1.6 %）で
あった。複数個体の記録が多い種として，スナメリ 20例，

アカボウクジラ 8例，マッコウクジラ 6例であった。複
数個体 44例中 6例が 10個体以上確認され，5例が目視
情報によるもので，うち 4例がマッコウクジラであった。
また最大が事例番号 25のマッコウクジラによるもので，
30個体の目視情報事例であった。アカボウクジラとマッ
コウクジラは，本報告において漂着時の生存率が 30 %
以上であり，暖海の外洋種やマス・ストランディング（集
団座礁）を起こしやすい種の生存率が比較的高いという
石川（2003）の報告と一致した。
　スナメリ：今回の一連の調査の中で最も調査海域と分
布海域が重なる種である。ストランディング発生位置は
相模湾が 15例（24.6 %），東京湾が 46例（75.4 %）とほ
とんどが東京湾での記録であり，一連の調査内で最も特
徴的な結果となった（表 2）。さらに東京湾での記録のう
ち，目視例が 25例（54.3 %）と目視情報が半数を超えた。
古くから東京湾での生息が知られており，横須賀沖では
漂着や目視の記録があり（中島 , 1963; 石川 , 1994），本
報告でもスナメリの発見時に生存していた 37例のうち
30例が東京湾であり，ヘリコプターによる上空からや
船上からの目視情報も多く確認されていることから，発
見時の生存率が高かったと考えられた（図 9, 10）。
　これまで全国の鯨類の記録は，国立科学博物館，日本
鯨類研究所，下関海洋アカデミー鯨類研究室等により蓄
積されてきた。本報告では，それらのデータや既存の報
告をもとに，相模湾および東京湾におけるハクジラ亜目

漂着
混獲
漂流
迷入
目視情報

図 9．相模湾・東京湾における死亡した状態で発見されたハクジラ亜目の記録され
た場所．
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図 10．相模湾・東京湾で生存した状態で発見されたハクジラ亜目の記録された場所．
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図 12．相模湾・東京湾におけるハクジラ亜目のストランディング発生の状況．

マッコウクジラ科，コマッコウ科，アカボウクジラ科，
およびネズミイルカ科の記録を集計した。筆者らは，加
登岡ほか（2020），花上ほか（2021），および本報告をあ
わせた 3編で，相模湾と東京湾における鯨目 Cetaceaの
ヒゲクジラ亜目およびハクジラ亜目の記録を集計してき
た。これにより，国内で確認されている鯨目 9科 27属
44種のうち，相模湾で 8科 24属 34種（77.3 %），東京
湾で 7科 15属 20種（45.5 %），両湾を合わせると計 8
科 26属 35種（79.5 %）の記録があったことが明らかに
なった。
　地域の水族館および博物館として生物の出現状況記録
を把握することは，今後同海域で調査研究を行う際の基
礎材料として有用であると考えられ，局所的な分布域や
生態，地域特性を知ることができ，また経年的変化も見
えてくる可能性がある。さらに，地域の自然環境の特性
を見出して一般市民に周知することは，地域の生物およ
び自然環境や博物館の活動に対する社会的理解を深める
ため，各地域の水族館や博物館が取り組むべき課題であ
ると考える。今後は他の海域との比較検討等も進めてい
きたい。
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